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1. 諸　言

　東日本大震災の発生から 2年 10か月になろうとしていま
す。長い期間ですが，また，月日のたつ早さを感じます。
被災地での震災復興の取り組みは，いろいろな議論を交
え，皆さんの協力で進んでいます。地元では，「三陸沿岸の
巨大堤防」が議論の一つになるなど，「おや？」と考えさせ
られるものもあります。震災と福島原発の事故は，私たち
に多くの問題を提示し，教訓を与えました。
　東北大学は，教員・学生・自治体・企業と協力して，仙
台市のがれき処理の助言，津波沈殿物・汚泥の処理と有効
活用，放射能汚染土壌の浄化や放射能汚染への対応，エネ
ルギ問題の解決，地中熱利用，震災に強い町つくりとエネ
ルギ管理など震災直後から継続して行っています。これら
を通して『震災復興はまさに，環境問題の解決そのもので
ある。』ことに気が付きます。重要なことの一つに，エネル
ギ問題があります。震災前，私たちが何気なく多量に消費
していたエネルギは，地球温暖化とそれに伴う気候変動／
異常気象の誘発原因でした。震災直後，電力不足の緊迫感
で私たちはエネルギの重要性と使用量削減の必要なことを
認識しました。原子力発電所の事故によるメルトダウン／
メルトスルーは，原子力の使用と安全性について疑問を投
げかけました。そして，私たちは使用するエネルギの種類
の選択と使い方に疑問を抱きました。これらの経験から私
たちは，2つのことに着手しました。一つは，「使用エネル
ギの絶対量削減」，もう一つは，「自然エネルギ（再生可能
エネルギ）とそれを使った有効システムの研究開発と実用
化への取り組み」です。そして，行動するとき大切なのは
「現場の状況の把握」と“Think globally, Act locally”である
ことを実感しました。
　2013年 9月下旬に重要な発表がありました。気候変動に
関する政府間パネル (IPCC: International Panel on Climate 
Change)による第 5次評価報告書です 1),2)。これによると，
『1880年から 2012年までに世界の平均気温は 0.85°C上昇
した。』，『20世紀後半からの温度変化は，人為影響である
可能性が極めて高い。』と報告しています。これからも影響

は大きくなり，速さを増すでしょう。これを証明するかの
ように，各地では異常な気象と大型の台風が発生していま
す。2013年は，アメリカ・オクラホマ州で 5月大型のトル
ネード，それに呼応するように日本でも竜巻の発生，5月～
6月上旬ヨーロッパの大雨，6月インドの大雨，7月の中国
中部から朝鮮半島北部の大雨，7月中国南部の高温・少雨，
7月アムール川流域の多雨，8月米カリフォルニア州南部の
大規模な山火事，9月インドシナ半島の多雨，台風 18号・
19号・23号・24号…，9月メキシコをハリケーン「イング
リッド」と熱帯低気圧「マヌエル」がほぼ同時に直撃する
など例を挙げればきりがありません。さらに 2013年の世界
の平均気温は 2010年の過去最高記録を破る可能性が高く
なっています。
　自然災害は大型化し，その発生頻度は確実に増加してい
ます。第 5次評価報告書は，『今世紀の気温上昇は 0.3～
4.8°C上昇する。』とし，さらに『気温の上昇を 2°C以内に
抑えるためには，二酸化炭素 (CO2)や他の温室効果ガス
(GHG)の排出量を減らすだけでなく，大気中に排出した
CO2/GHGを取り除く必要がある。』と続きます。このよう
に，私たちのエネルギ対応は，すでに『待ったなし！』の
段階です。
　視線を転じると，1956年に熊本県水俣市で発生が確認さ
れた無機水銀がメチル水銀に変化して発生した水俣病は，
英語では“Minamata disease”と呼ばれます。同様な水俣病
が世界では 1970年代前後に中国の吉林省から黒竜江省にか
けての松花江流域で発生し，1990年代になってアマゾン川
流域で被害が確認されています。現在は，ブラジルのアマ
ゾン川流域，東・東南アジア，西アフリカを中心に，世界
で 1,000万人近くの貧しい人々が水銀を大量に使用する小
規模金採鉱 (ASGM: Artisanal and Small-scale Gold Mining)に
従事し発病しています。その多くは子供たちです。また，
中国の黄砂は，鉛・亜鉛・非海塩性硫酸イオン・アンモニ
ウムイオンなどの重金属と有害物質を多く含みます。さら
に中国では近年，微粒子物質「PM2.5」を含む極度の大気
汚染が発生しており，世界保健機関 (WHO)は，排ガスな
どに含まれる PM2.5などの大気汚染物質による発がんリス
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